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「アンサングシンデレラ」というコミックをご存じでしょうか。病院薬剤師が主人公

となるコミックで、４月から放映されるテレビドラマになると聞いています。主人公で

ある「葵みどり」役を有名女優が演じると聞きましたので、たくさんの視聴者に、薬剤

師業務の大切さや薬剤師の仕事の役割を知っていただけるものと期待しています。私も

コミック版と電子版で読ませていただき、とても感激しました。編集者は、「医師と対

等に動ける立場の薬剤師はドラマになる」と言っているとお聞きしました。 

作者は、単に病院薬剤師の業務を漫画にするのではなく、総合病院の薬剤部に勤務し

ている新人薬剤師の主人公が、薬剤部の仲間、医師、看護師等と、様々な病気の患者に

向き合う姿を、病院内の人間関係や患者の家庭環境等も交えて、テーマ毎に面白くも感

動的に表現しています。特に、末期がんの患者をテーマとする話では、患者への病名告

知と家族の苦悩の姿、患者を取り巻く医療関係者の向き合い方等が素晴らしく表現され

ています。 

また、病院内の業務だけでなく、薬局薬剤師との薬・薬連携や合同勉強会の話も含ま

れています。 

読者やドラマの視聴者には、薬剤師業務を理解していただけると思いますし、「アン

サング」の意味である「表立って称賛されない、縁の下の力持ち」である薬剤師の姿に

共感していただけるのではないでしょうか。 

コミックの医療面の監修をなさっているのは、病院に勤務する薬剤師であり、薬剤師

のあるべき姿について漫画を通じて表現したいとのことだと聞いています。 

薬剤師に対する認識が深まり、「薬のことは薬剤師に聞いてみよう！」と、多くの方

が当たり前に思っていただける一つのきっかけになることを期待しています。 


